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ちょっとあったかい話

CSRの和に掲載する記事を募集中 !!	

「まごごろを持ってモノづくりに取り組み、印刷という 
本業を通じて、社会や地域に必要とされる会社を 
目指す大川印刷の魅力を、多くの人へ伝える」という 
コンセプトを元に、大川印刷の社員同士のつながり
を「和」としてタイトルで表現しました。

この「CSR の和」から、普段とは違った大川印刷を
知ってもらい、読んで頂く方に「和み」を感じてもら
いたいと思っています。また、「和」には、「輪」との
掛詞としての意味もあります。「和」とすることで、
人とのつながりを広げたいという想いを持ち、制作に
取り組んでいます。

コンセプト

「印刷を通じたCSR」

今回は創立記念月ということで、創立記念号と 
させていただきました。今月はイベントも多く、
内容が盛りだくさんです！普段生活している中で
触れているのに知らなかったことなどたくさんあ
ると思うので、少しでも多くの方に理解していた
だければと思い、MUD 特集を組んでみました♪

第２号である創立記念号では、載せたいイベント
が多くあり、当初予定していた４ページから６
ページに増やしました。イベントの中でも特に、
荏子田小学校の環境授業での子供たちの笑顔が 
印象に残っています。授業を通して自分ができる
ことを考えてくれ、楽しんでくれた子供たちの 
笑顔でとても温かい気持ちになりました。鷲尾　直美 大
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越　明
あ す な

日成

「日々勉強です！」	 製造部印刷課
小
おぐま

熊さん　
インターン生：大川印刷へ入社
したきっかけは何ですか？
小熊さん：私自身エコイベント
によく参加していたことから、
環境に配慮したモノづくりの現
場に携わりたいと考え、大川印
刷の製造部に興味を持ちまし
た。印刷工程で出る不要な余白部分をメモ帳へ活用する
リパッド® 以外にも、いずれ環境配慮商品を作ってみた
いですね。
インターン生：入社してどんなことにカルチャーショッ
クを受けましたか？
小熊さん：印刷って紙を積んでボタンを押してガーって
刷るだけだと思っていたけれど、実はその日の湿度や紙
の状態、インキの調節具合など、経験がないと分からな
いとても難しい仕事だと気づきました。日々勉強です！

参加したイベントや、環境系のイベント情報がありましたら、ぜひお送り下さい！CSRの和で紹介させていただきます♪
※スペース上の関係で、お送りいただいた記事を全て掲載することはできませんので、ご了承ください。

今回は、2 色印刷機を担当し、製造部一の若手である小熊さんと、製造部で１番長く働かれている福与技術リーダーに
インタビューしました！その中で、大川印刷の好きなところが、「人が温かいところ」と話す小熊さんと、「いい先輩に
恵まれた」経験を後輩達にも活かされている福与技術リーダーのお 2 人とも、“大川印刷は人がいい”と話されていた
のがとても印象的でした。

「いい先輩に恵まれた」	製造部製本課　　福与技術リーダー
インターン生：大川印刷で働いて
41 年目になるそうですが、1 番 
印象に残っていることは何です
か？
福与さん：型抜きパッケージを
製作するためのオートンや、サッ
クマシーンという機械を導入
した時に、自分がその担当を任されたんだ。大川印刷で 
初めて導入した機械だから、外へ研修に行ったりして
1 から使い方を勉強したよ。最初はクレームも多かった 
けど、出来上がった製品を見られるのはいいもんだな。
インターン生：仕事のこだわりは何ですか？
福与さん：お客様の立場でのモノづくりを心がけている
よ。特に食品関係はおいしそうに見えるような印刷物に
なるようにね。自分もいい先輩たちに恵まれてきたから、
後輩達にも色の調節などアドバイスを心がけているし、
仲間はみんな協力的だよ。

10 月 27 日（火）に 
青葉区にある荏子田
小学校で環境学習の
授業「大好き『ECO
だ !!』 社 会 の 環 境 
問題」で大川社長が
出前授業の講師を務
めました。

荏子田小学校は早い段階から環境教育に取り組んで 
きた小学校です。
授業は 45 分の 2 部構成で 1 時間半に渡り行いました。
第 1 部では、本業である「印刷」を通じて、どんな 
環境への取り組みをしているのか、どんな風にしたら
社会に貢献できるのか、ということを小学生にも身近
な教科書などの例を使って説明しました。第 2 部は、
様々な体験をしてもらいました。実際に簡単な製本体験 
をすることで、普段使っている本がどのように作られ
ているのかを学んだり、一般的な大豆インキと溶剤に
石油系成分を含まないノン VOC インキの臭いの嗅ぎ
比べをしたり、リサイクルに関するクイズを行いました。
授業を受けた子供たちは、「いろいろな物が紙になる
のを初めて知った」「象のうんちでも紙になっていて、 
とてもびっくりした」「大川さんや大川さんの会社の人
たちも自然を大切にしていて、再利用できることはして 
みようと思う」など、驚きや感動の声を聞くことが 
できました。保護者の方からも、「細部にまで ECO に
対する意識を持って事業に取り組んでいる様子に感動
しました」との感想を頂きました。

10月21日（水）に、横浜市共創推進事業本部主催の「共創で見えてくる、新たなCSRの可能性」 をテーマにしたフォー
ラムが行われました。株式会社日本総合研究所 ESG リサーチセンター長の安達氏による最近の CSR 動向についての
講演と、参加企業による CSR 事例発表が行われました。安達氏は講演で、企業のコンプライアンス・法令遵守など 

「信頼を得るための『守り』の経営」から始まった CSR は、今後社会ニーズを 
先取りするような、「価値創造を目指す攻めの経営」に取り組む必要があり、官民 
連携によって本業を通じた CSR で社会的課題を解決する意義について話され 
ました。その後、日本 IBM 株式会社社会貢献部の川嶋氏、日産自動車株式 
会社電子技術開発本部の二見氏、同じくグローバルブランドコミュニケーショ
ン &CSR 本部の菅氏、そして大川社長による各社の先進的な CSR 実践事例発表
が行われました。また、林市長による挨拶の後、テーマに基づいたパネルディス 
カッションもあり、それぞれの立場から見る CSR について学びました。

10 月 1 日（木）に第 9 回グリーン購入大賞優秀賞を受賞 
された株式会社サンオータス様の「環境車検」見学会が、
横浜グリーン購入ネットワーク（YGPN）主催で行われま
した。環境車検は、普段の車検では行われないエンジン 
内のカーボン除去により、新車時のような状態まで改善
され、燃費が大幅によくなります。多少、車検時にはお
金がかかってしまうものの、長期的に見ると安く、利用 
者数はうなぎ上りです。またアンケート回収率が 8 割を
超えるということから、
消費者の関心が高まって
いることがわかります。
みなさんも環境車検を利
用してみてはいかがで
しょうか。

10 月 25 日（日）に、横浜市資源リサイクル事業協同組合 
様主催の『リサイクルデザインフォーラム 2009』が開催
されました。このイベントは、子供たちが描いた環境絵
日記の表彰の場で、企業や団体もブース出展し、楽しく 
環境活動発表をしています。今回弊社では子供たちにわか
りやすく FSC 森林認証紙や紙のリサイクルのしくみの 
パネル展示、点字・製本体験コーナーを設置。「人、モノ、
地球」の環境を考えました。学校の先生をしている来場者
の方から「色覚障がいの生徒がいるので、大川印刷の資料 
を参考にさせていただいています」と声をかけていただき
ました。また、点字で作っ
た自分の名刺や、自分で製
本した「エコラベルブック」
に喜んでいる子供たちの笑
顔を見ることができ、温か
い気持ちになりました。
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発 行 人　　大川　哲郎
発 行 元　　株式会社大川印刷　
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ご意見・ご感想は mail@ohkawa-inc.co.jp まで

◆本社・工場
　〒 245-0053 横浜市戸塚区上矢部町 2053 番地
　TEL : 045-812-1131（代） FAX : 045-812-1135
◆横浜営業所
　〒 220-0011 横浜市西区高島 2-14-12
　　　　　　　　　　　ヨコハマジャスト 2 号館 3F
　TEL : 045-441-2011（代） FAX : 045-441-2014
　E-mail : mail@ohkawa-inc.co.jp
　URL : http://www.ohkawa-inc.co.jp

環境に配慮して、FSC森林認証紙にノンVOCインキ（石油系溶剤0%）で印刷
しています。
メディアのユニバーサルデザインを推進するNPO法人メディアユニバーサ
ルデザイン協会が「誰にとっても使いやすく見やすいメディア」であると認
めた製品です。

大川ニュース好評配信中 !
弊社では「大川ニュース」というメールマガジンも配信しています。弊社の活動や、
社員の選んだ気になる情報・イベント・セミナーなどのニュースをお届けしています。
配信をご希望される方は「mail@ohkawa-inc.co.jp	」までお願いします。
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事例発表している大川社長

お問い合わせ先：
大和テクニカルセンター	 TEL.	046-262-6600　担当：渡辺
新横浜店	 TEL.	045-543-1848　担当：亀井



MUD特集 !!

「世の中を救うデザインとは !?」
「CSRの和」マスコットおっちゃん

普段私たちが見ている標識です。赤いラインの中に青い
丸が入っていて、とても見やすいですよね。
では、色覚障がいの方はどんな風に見えるのでしょうか。
こう見えている方がいらっしゃいます※。

実際、色覚障がいと言っても、健常者の方からはよくわからないと思います。この記事
を書いている私たちもわかりませんでした。ということで、実際に色覚障がいの方の色
の見え方を擬似体験できるメガネ（バリアント−ル）をかけて街に出てみました !
※ 「障がい」の呼称について：障害は「害」という字に良くないイメージがあるため、近年地方自治体の

間で「障害」を「障がい」に見直す動きがあります。CSRの和でも「障がい」と表現します。

普段私たちが生活している世の中では、バリアフリーという言葉をよく聞きます。しかし、まだまだ障がいがたくさん 
あり、世の中のみんなが不便を感じることなく過ごせる社会を作るために、私たちは印刷会社としてできることをやってい
ます！

おしゃれをしたくても、「手が不自由でボタンが止められない…」など、ダンスパーティーでジャージを着て 
いた障がいのある方との出会いがきっかけとなり、障がいの有無に関わらず、おしゃれで着やすいユニバーサル 
デザインの服を手掛ける服飾デザイナーでもある有限会社メディセフ代表の井

い ざ き

崎 孝
ゆ き え

映さん。「洋服を通じて社会 
を変えたい」と話していた井崎さんとの出会いは、大川社長が「印刷を通じて社会を変えたい」と、MUD に
取り組むきっかけとなりました。

NPO法人メディア・ユニバーサル・デザイン協会
色のバリアフリーや、印刷物などのユニバーサルデザインから 
発展した考えである MUD を、全国各地で講演・普及・啓発に
取り組んできた全日本印刷工業組合連合会のメンバーが中心とな
り正式な活動として発足させた協会です。MUD の普及と信頼性
のある商品づくりを目的とした、
MUD 商品認証制度もあります。
大川印刷では MUD 認証の申請・
取得を積極的に推進しています。

NPO 法人メディア・ユニバーサル・デザイン協会
（理事長 伊藤　裕道）
HP http://www.media-ud.org/index.html

個別MUDセミナー承ります!
大川印刷では、企業の皆様に対して個別の
MUD セミナーも行います。「社内教育に力
を入れたい」、「MUD についてもっと知り 
たい」、「MUD を取り入れたい」と考えて
いる方、
お気軽に mail@ohkawa-inc.co.jp または 
TEL. 045-441-2011 までご連絡ください！

大川社長が理事と講師を務めている NPO 法人 MUD 協会では、MUD セミナーを業界向け、企業の CSR 担当者向け、
一般向けに開催しています。セミナーでは、高齢者や弱視者の方が識別しにくい文字、フォント（書体）や、色覚障がい 
の方に見えづらい色の例が挙げられ、できるだけ多くの人が見やすい印刷メディアを作るための工夫を紹介しています。
また、色覚障がいの方の見え方も擬似体験できます。

10 月 27 日（火）に、全日本印刷工業組合連合会主催のセミナーが行われ、協会の伊藤理事長による「MUD の必要性」
についての講演がありました。MUD を実践している、浜松市様や、民間企業を代表して、サミット株式会社様と大川
印刷の事例が紹介されました。MUD の実践例と課題を聞き、行政・民間企業共に、MUD を浸透させるためには全員

が意識を高く保ち、常に改善に取り組む必要があることを改めて感じました。
1996 年に横浜市でハートビル法第一号認定を受けた菊名店がオープンする 
など、小売業の中ではかなり早い段階からバリアフリー化に取り組んでいた 
サミット株式会社の桟

かけはし

氏は、「ユニバーサルデザインの概念を、高齢者・身体
障がい者だけでなく全てのお客様にとって見やすいサイン、使いやすい施設 
づくりと捉え、チラシ・POP 及び店内サインに UD フォントを導入したり、
色づかいや配置を工夫しました」と話されていました。

では、路線マップはどうでしょうか。健常者の方には各 
路線の色の違いははっきり見えます。
しかし、色覚障がいの方には色の違いがわかりにくく※、
白内障をお持ちの高齢者の方には文字もはっきりと見え
ないんです。

みなさんは MUD をご存知ですか？ MUD とはメディア・ユニバーサル・デザインの
略で、誰にでも見やすく、使いやすいデザインで正しく情報を伝え、社会に貢献する 
ことです。日本人女性の 4 人に 1 人が 65 歳以上となり、成人男性の 20 人に 1 人が
色覚障がい者である中、健常者だけがきれいに見えて、使いやすいデザインでいいので
しょうか。赤・青・緑を少し変えて色覚障がい者に見えるよう配慮したり、文字を大き
くしたり、といったほんの少しの配慮が世の中を救います。
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※色の見え方には個人差があります。シミュレーションはイメージとして再現しているもので、実際の見え方とは異なります。

■改善前 ■改善案

創業128年に思う
代表取締役会長　大川幸枝

128 年と云う年月の中で、私達は数多くのお得意様に支
えられて今日を迎えましたが、90 年、100 年と長い間お引
き立て戴いたお得意様の信頼も大川印刷の誇りであり、現在
もお客様目線で努力していることであります。これからも 
何物にも替えがたい信頼を大事に努めたいと願っております。

近年は地域・社会に目をむけた活動で、社員が家族と共
に環境イベント、清掃活動など行事に参加し続けており 
ます。また次世代の子供達のため、学校学習を通じ環境と
印刷文化の理解活動を行っている事は素晴らしく、子供
達の地球資源を守る意識を育てるものと思っております。 
自社が生きる社会にあって、多くの方々に本業を通じて 
幸せをもたらす行動が求められ、そして印刷と云う本業 
分野で弱い立場の人々に不便を感じさせない活動、例えば
MUD 活動なども私にとって大川印刷の誇りのひとつと 
感じています。

お客様と共に、これからの社会に必要とされる企業と人
を常に目指し、1 人 1 人がお客様の信頼を背に当社に何が
できるかを創造し、更に強固な自信へとつなげていきたい 
と思っております。

最後に大川印刷に働く人々はその家族を含めてその人生
に占める長い時間を共にする家族と感じられることで、1
人 1 人が家族に支えられて大川の業務に励んでいること
に、心から感謝していることであります。

創業128周年を迎えて
代表取締役社長　大川哲

て つ お

郎

おかげさまでこの度創業 128 周年を迎えることができま
した。これも皆さま方にご支援、ご愛顧いただいた賜物と
心から感謝申し上げます。誠にありがとうございます。

創業 128 周年とはいうものの、私が社長に就任してから 
はまだわずか 4 年しか経過しておりません。過去の長い
歴史の中には多くの苦労や困難もあったことと思いますが、
私には計り知れないものがあるのも事実です。

しかしながら、このわずか 4 年間の間でも多くの出会い
や感動、そして気付きや学びがありました。それは正に社員 
の皆さんを始め、出会った多くの方々、お客様、家族の 
おかげであると心から感謝しています。誠にありがとうご
ざいました。

さて前回から始まった社内報「CSR の和」、いかがで
したでしょうか。実は社内報はこれまで何度となく発行・ 
休止を繰り返してきました。

弊社には 50 年ほど前の社内報が残っていますが、何年
か前にその存在を知り、読む機会がありました。なんと、
その中に私自身の誕生を祝う記事を見つけ、びっくりした
ものです。そして記事にしてくれた当時の社員に感謝する
と共に、きっと喜んでくれたであろう父母の姿を想像しま
した。

社内の和が尊ばれた時代から、高度経済成長、競争の時代 
を経て、現代は改めて社内外を問わず人々のつながりや和
を尊ぶ時代に入ったと感じております。

2009年度のインターンシップ生の協力により復活させる 
ことができたこの社内報。ささやかではありますが弊社 
および社員とお客様、そして出会った皆様方との和のつな
がりを結ぶ一つの材料となれば幸いです。

皆様への感謝を、心を込めて。128周年の挨拶と代えさせて 
いただきます。これからもどうぞ宜しくお願いします。
ありがとうございました。

MUDのご提案
1. 区別が必要な情報を色情報だけで識別させない。
2. 見分けやすい配色を選ぶ。
3. 明度変化を使用する。
4. 懐の深いフォントを選択し、白フチなどをつけて可読性の向上を図る。
などの注意点を考慮してメディア、印刷物の MUD 化をご提案します。

第２回メディア・ユニバーサル・デザインコンペティション入賞
第55回全国カレンダー展　入選

MUD協会認証商品、裏面はスケジュール帳となって
いるため、見やすさと使いやすさで大好評！
世界初の紙リング使用で、使用後は可燃物と

して処理できます。
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ご予約受付中
お問い合せは

TEL. 045-441-2011 まで

世の中で不便なところは…

MUDセミナー

大川印刷の想い、取り組み

創立 128周年を迎えました☆

色覚のシミュレーション 色覚のシミュレーション

2009年11月9日（月）に大川印刷は創立128周年を迎えました。明治14年に創業して以来、
医薬品や食品関係をはじめ、様々な印刷物を世の中に送り出してきました。128 年間積み	
上げてきたお客様との信頼や実績と共に、これから先、ソーシャルプリンティングカンパニー®	

としての大川印刷を温かく見守り続けていただければと思います。創立記念号として、大川
会長と大川社長にインタビューをしました。

大川印刷の倉庫に眠っていた、2 代目の大川重吉社長が 1920
年代後半〜 1930 年代に撮影した 16mm フィルムが発掘され
ました ! 歴史的価値に映像
関係者や博物館関係者から
期待されています !!
現在、映像を解析中。来月
には詳しい報告ができると
思います。乞うご期待 !!

写真：明治42年7月1日。開港50年祭が盛大に行われた。その時の大川印刷所（当時）前の様子が絵葉書に残されている。

2 代目社長撮影フィルム発掘!

営業　大滝さん



MUD特集 !!

「世の中を救うデザインとは !?」
「CSRの和」マスコットおっちゃん

普段私たちが見ている標識です。赤いラインの中に青い
丸が入っていて、とても見やすいですよね。
では、色覚障がいの方はどんな風に見えるのでしょうか。
こう見えている方がいらっしゃいます※。

実際、色覚障がいと言っても、健常者の方からはよくわからないと思います。この記事
を書いている私たちもわかりませんでした。ということで、実際に色覚障がいの方の色
の見え方を擬似体験できるメガネ（バリアント−ル）をかけて街に出てみました !
※ 「障がい」の呼称について：障害は「害」という字に良くないイメージがあるため、近年地方自治体の

間で「障害」を「障がい」に見直す動きがあります。CSRの和でも「障がい」と表現します。

普段私たちが生活している世の中では、バリアフリーという言葉をよく聞きます。しかし、まだまだ障がいがたくさん 
あり、世の中のみんなが不便を感じることなく過ごせる社会を作るために、私たちは印刷会社としてできることをやってい
ます！

おしゃれをしたくても、「手が不自由でボタンが止められない…」など、ダンスパーティーでジャージを着て 
いた障がいのある方との出会いがきっかけとなり、障がいの有無に関わらず、おしゃれで着やすいユニバーサル 
デザインの服を手掛ける服飾デザイナーでもある有限会社メディセフ代表の井

い ざ き

崎 孝
ゆ き え

映さん。「洋服を通じて社会 
を変えたい」と話していた井崎さんとの出会いは、大川社長が「印刷を通じて社会を変えたい」と、MUD に
取り組むきっかけとなりました。

NPO法人メディア・ユニバーサル・デザイン協会
色のバリアフリーや、印刷物などのユニバーサルデザインから 
発展した考えである MUD を、全国各地で講演・普及・啓発に
取り組んできた全日本印刷工業組合連合会のメンバーが中心とな
り正式な活動として発足させた協会です。MUD の普及と信頼性
のある商品づくりを目的とした、
MUD 商品認証制度もあります。
大川印刷では MUD 認証の申請・
取得を積極的に推進しています。

NPO 法人メディア・ユニバーサル・デザイン協会
（理事長 伊藤　裕道）
HP http://www.media-ud.org/index.html

個別MUDセミナー承ります!
大川印刷では、企業の皆様に対して個別の
MUD セミナーも行います。「社内教育に力
を入れたい」、「MUD についてもっと知り 
たい」、「MUD を取り入れたい」と考えて
いる方、
お気軽に mail@ohkawa-inc.co.jp または 
TEL. 045-441-2011 までご連絡ください！

大川社長が理事と講師を務めている NPO 法人 MUD 協会では、MUD セミナーを業界向け、企業の CSR 担当者向け、
一般向けに開催しています。セミナーでは、高齢者や弱視者の方が識別しにくい文字、フォント（書体）や、色覚障がい 
の方に見えづらい色の例が挙げられ、できるだけ多くの人が見やすい印刷メディアを作るための工夫を紹介しています。
また、色覚障がいの方の見え方も擬似体験できます。

10 月 27 日（火）に、全日本印刷工業組合連合会主催のセミナーが行われ、協会の伊藤理事長による「MUD の必要性」
についての講演がありました。MUD を実践している、浜松市様や、民間企業を代表して、サミット株式会社様と大川
印刷の事例が紹介されました。MUD の実践例と課題を聞き、行政・民間企業共に、MUD を浸透させるためには全員

が意識を高く保ち、常に改善に取り組む必要があることを改めて感じました。
1996 年に横浜市でハートビル法第一号認定を受けた菊名店がオープンする 
など、小売業の中ではかなり早い段階からバリアフリー化に取り組んでいた 
サミット株式会社の桟

かけはし

氏は、「ユニバーサルデザインの概念を、高齢者・身体
障がい者だけでなく全てのお客様にとって見やすいサイン、使いやすい施設 
づくりと捉え、チラシ・POP 及び店内サインに UD フォントを導入したり、
色づかいや配置を工夫しました」と話されていました。

では、路線マップはどうでしょうか。健常者の方には各 
路線の色の違いははっきり見えます。
しかし、色覚障がいの方には色の違いがわかりにくく※、
白内障をお持ちの高齢者の方には文字もはっきりと見え
ないんです。

みなさんは MUD をご存知ですか？ MUD とはメディア・ユニバーサル・デザインの
略で、誰にでも見やすく、使いやすいデザインで正しく情報を伝え、社会に貢献する 
ことです。日本人女性の 4 人に 1 人が 65 歳以上となり、成人男性の 20 人に 1 人が
色覚障がい者である中、健常者だけがきれいに見えて、使いやすいデザインでいいので
しょうか。赤・青・緑を少し変えて色覚障がい者に見えるよう配慮したり、文字を大き
くしたり、といったほんの少しの配慮が世の中を救います。
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※色の見え方には個人差があります。シミュレーションはイメージとして再現しているもので、実際の見え方とは異なります。

■改善前 ■改善案

創業128年に思う
代表取締役会長　大川幸枝

128 年と云う年月の中で、私達は数多くのお得意様に支
えられて今日を迎えましたが、90 年、100 年と長い間お引
き立て戴いたお得意様の信頼も大川印刷の誇りであり、現在
もお客様目線で努力していることであります。これからも 
何物にも替えがたい信頼を大事に努めたいと願っております。

近年は地域・社会に目をむけた活動で、社員が家族と共
に環境イベント、清掃活動など行事に参加し続けており 
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を尊ぶ時代に入ったと感じております。

2009年度のインターンシップ生の協力により復活させる 
ことができたこの社内報。ささやかではありますが弊社 
および社員とお客様、そして出会った皆様方との和のつな
がりを結ぶ一つの材料となれば幸いです。

皆様への感謝を、心を込めて。128周年の挨拶と代えさせて 
いただきます。これからもどうぞ宜しくお願いします。
ありがとうございました。

MUDのご提案
1. 区別が必要な情報を色情報だけで識別させない。
2. 見分けやすい配色を選ぶ。
3. 明度変化を使用する。
4. 懐の深いフォントを選択し、白フチなどをつけて可読性の向上を図る。
などの注意点を考慮してメディア、印刷物の MUD 化をご提案します。

第２回メディア・ユニバーサル・デザインコンペティション入賞
第55回全国カレンダー展　入選

MUD協会認証商品、裏面はスケジュール帳となって
いるため、見やすさと使いやすさで大好評！
世界初の紙リング使用で、使用後は可燃物と
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としての大川印刷を温かく見守り続けていただければと思います。創立記念号として、大川
会長と大川社長にインタビューをしました。

大川印刷の倉庫に眠っていた、2 代目の大川重吉社長が 1920
年代後半〜 1930 年代に撮影した 16mm フィルムが発掘され
ました ! 歴史的価値に映像
関係者や博物館関係者から
期待されています !!
現在、映像を解析中。来月
には詳しい報告ができると
思います。乞うご期待 !!

写真：明治42年7月1日。開港50年祭が盛大に行われた。その時の大川印刷所（当時）前の様子が絵葉書に残されている。
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「世の中を救うデザインとは !?」
「CSRの和」マスコットおっちゃん

普段私たちが見ている標識です。赤いラインの中に青い
丸が入っていて、とても見やすいですよね。
では、色覚障がいの方はどんな風に見えるのでしょうか。
こう見えている方がいらっしゃいます※。

実際、色覚障がいと言っても、健常者の方からはよくわからないと思います。この記事
を書いている私たちもわかりませんでした。ということで、実際に色覚障がいの方の色
の見え方を擬似体験できるメガネ（バリアント−ル）をかけて街に出てみました !
※ 「障がい」の呼称について：障害は「害」という字に良くないイメージがあるため、近年地方自治体の

間で「障害」を「障がい」に見直す動きがあります。CSRの和でも「障がい」と表現します。

普段私たちが生活している世の中では、バリアフリーという言葉をよく聞きます。しかし、まだまだ障がいがたくさん 
あり、世の中のみんなが不便を感じることなく過ごせる社会を作るために、私たちは印刷会社としてできることをやってい
ます！

おしゃれをしたくても、「手が不自由でボタンが止められない…」など、ダンスパーティーでジャージを着て 
いた障がいのある方との出会いがきっかけとなり、障がいの有無に関わらず、おしゃれで着やすいユニバーサル 
デザインの服を手掛ける服飾デザイナーでもある有限会社メディセフ代表の井
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映さん。「洋服を通じて社会 
を変えたい」と話していた井崎さんとの出会いは、大川社長が「印刷を通じて社会を変えたい」と、MUD に
取り組むきっかけとなりました。

NPO法人メディア・ユニバーサル・デザイン協会
色のバリアフリーや、印刷物などのユニバーサルデザインから 
発展した考えである MUD を、全国各地で講演・普及・啓発に
取り組んできた全日本印刷工業組合連合会のメンバーが中心とな
り正式な活動として発足させた協会です。MUD の普及と信頼性
のある商品づくりを目的とした、
MUD 商品認証制度もあります。
大川印刷では MUD 認証の申請・
取得を積極的に推進しています。

NPO 法人メディア・ユニバーサル・デザイン協会
（理事長 伊藤　裕道）
HP http://www.media-ud.org/index.html

個別MUDセミナー承ります!
大川印刷では、企業の皆様に対して個別の
MUD セミナーも行います。「社内教育に力
を入れたい」、「MUD についてもっと知り 
たい」、「MUD を取り入れたい」と考えて
いる方、
お気軽に mail@ohkawa-inc.co.jp または 
TEL. 045-441-2011 までご連絡ください！

大川社長が理事と講師を務めている NPO 法人 MUD 協会では、MUD セミナーを業界向け、企業の CSR 担当者向け、
一般向けに開催しています。セミナーでは、高齢者や弱視者の方が識別しにくい文字、フォント（書体）や、色覚障がい 
の方に見えづらい色の例が挙げられ、できるだけ多くの人が見やすい印刷メディアを作るための工夫を紹介しています。
また、色覚障がいの方の見え方も擬似体験できます。

10 月 27 日（火）に、全日本印刷工業組合連合会主催のセミナーが行われ、協会の伊藤理事長による「MUD の必要性」
についての講演がありました。MUD を実践している、浜松市様や、民間企業を代表して、サミット株式会社様と大川
印刷の事例が紹介されました。MUD の実践例と課題を聞き、行政・民間企業共に、MUD を浸透させるためには全員

が意識を高く保ち、常に改善に取り組む必要があることを改めて感じました。
1996 年に横浜市でハートビル法第一号認定を受けた菊名店がオープンする 
など、小売業の中ではかなり早い段階からバリアフリー化に取り組んでいた 
サミット株式会社の桟

かけはし

氏は、「ユニバーサルデザインの概念を、高齢者・身体
障がい者だけでなく全てのお客様にとって見やすいサイン、使いやすい施設 
づくりと捉え、チラシ・POP 及び店内サインに UD フォントを導入したり、
色づかいや配置を工夫しました」と話されていました。

では、路線マップはどうでしょうか。健常者の方には各 
路線の色の違いははっきり見えます。
しかし、色覚障がいの方には色の違いがわかりにくく※、
白内障をお持ちの高齢者の方には文字もはっきりと見え
ないんです。

みなさんは MUD をご存知ですか？ MUD とはメディア・ユニバーサル・デザインの
略で、誰にでも見やすく、使いやすいデザインで正しく情報を伝え、社会に貢献する 
ことです。日本人女性の 4 人に 1 人が 65 歳以上となり、成人男性の 20 人に 1 人が
色覚障がい者である中、健常者だけがきれいに見えて、使いやすいデザインでいいので
しょうか。赤・青・緑を少し変えて色覚障がい者に見えるよう配慮したり、文字を大き
くしたり、といったほんの少しの配慮が世の中を救います。
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※色の見え方には個人差があります。シミュレーションはイメージとして再現しているもので、実際の見え方とは異なります。
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創業128年に思う
代表取締役会長　大川幸枝

128 年と云う年月の中で、私達は数多くのお得意様に支
えられて今日を迎えましたが、90 年、100 年と長い間お引
き立て戴いたお得意様の信頼も大川印刷の誇りであり、現在
もお客様目線で努力していることであります。これからも 
何物にも替えがたい信頼を大事に努めたいと願っております。

近年は地域・社会に目をむけた活動で、社員が家族と共
に環境イベント、清掃活動など行事に参加し続けており 
ます。また次世代の子供達のため、学校学習を通じ環境と
印刷文化の理解活動を行っている事は素晴らしく、子供
達の地球資源を守る意識を育てるものと思っております。 
自社が生きる社会にあって、多くの方々に本業を通じて 
幸せをもたらす行動が求められ、そして印刷と云う本業 
分野で弱い立場の人々に不便を感じさせない活動、例えば
MUD 活動なども私にとって大川印刷の誇りのひとつと 
感じています。

お客様と共に、これからの社会に必要とされる企業と人
を常に目指し、1 人 1 人がお客様の信頼を背に当社に何が
できるかを創造し、更に強固な自信へとつなげていきたい 
と思っております。

最後に大川印刷に働く人々はその家族を含めてその人生
に占める長い時間を共にする家族と感じられることで、1
人 1 人が家族に支えられて大川の業務に励んでいること
に、心から感謝していることであります。

創業128周年を迎えて
代表取締役社長　大川哲

て つ お

郎

おかげさまでこの度創業 128 周年を迎えることができま
した。これも皆さま方にご支援、ご愛顧いただいた賜物と
心から感謝申し上げます。誠にありがとうございます。

創業 128 周年とはいうものの、私が社長に就任してから 
はまだわずか 4 年しか経過しておりません。過去の長い
歴史の中には多くの苦労や困難もあったことと思いますが、
私には計り知れないものがあるのも事実です。

しかしながら、このわずか 4 年間の間でも多くの出会い
や感動、そして気付きや学びがありました。それは正に社員 
の皆さんを始め、出会った多くの方々、お客様、家族の 
おかげであると心から感謝しています。誠にありがとうご
ざいました。

さて前回から始まった社内報「CSR の和」、いかがで
したでしょうか。実は社内報はこれまで何度となく発行・ 
休止を繰り返してきました。

弊社には 50 年ほど前の社内報が残っていますが、何年
か前にその存在を知り、読む機会がありました。なんと、
その中に私自身の誕生を祝う記事を見つけ、びっくりした
ものです。そして記事にしてくれた当時の社員に感謝する
と共に、きっと喜んでくれたであろう父母の姿を想像しま
した。

社内の和が尊ばれた時代から、高度経済成長、競争の時代 
を経て、現代は改めて社内外を問わず人々のつながりや和
を尊ぶ時代に入ったと感じております。

2009年度のインターンシップ生の協力により復活させる 
ことができたこの社内報。ささやかではありますが弊社 
および社員とお客様、そして出会った皆様方との和のつな
がりを結ぶ一つの材料となれば幸いです。

皆様への感謝を、心を込めて。128周年の挨拶と代えさせて 
いただきます。これからもどうぞ宜しくお願いします。
ありがとうございました。

MUDのご提案
1. 区別が必要な情報を色情報だけで識別させない。
2. 見分けやすい配色を選ぶ。
3. 明度変化を使用する。
4. 懐の深いフォントを選択し、白フチなどをつけて可読性の向上を図る。
などの注意点を考慮してメディア、印刷物の MUD 化をご提案します。

第２回メディア・ユニバーサル・デザインコンペティション入賞
第55回全国カレンダー展　入選

MUD協会認証商品、裏面はスケジュール帳となって
いるため、見やすさと使いやすさで大好評！
世界初の紙リング使用で、使用後は可燃物と

して処理できます。
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ご予約受付中
お問い合せは

TEL. 045-441-2011 まで

世の中で不便なところは…

MUDセミナー

大川印刷の想い、取り組み

創立 128周年を迎えました☆

色覚のシミュレーション 色覚のシミュレーション

2009年11月9日（月）に大川印刷は創立128周年を迎えました。明治14年に創業して以来、
医薬品や食品関係をはじめ、様々な印刷物を世の中に送り出してきました。128 年間積み	
上げてきたお客様との信頼や実績と共に、これから先、ソーシャルプリンティングカンパニー®	

としての大川印刷を温かく見守り続けていただければと思います。創立記念号として、大川
会長と大川社長にインタビューをしました。

大川印刷の倉庫に眠っていた、2 代目の大川重吉社長が 1920
年代後半〜 1930 年代に撮影した 16mm フィルムが発掘され
ました ! 歴史的価値に映像
関係者や博物館関係者から
期待されています !!
現在、映像を解析中。来月
には詳しい報告ができると
思います。乞うご期待 !!

写真：明治42年7月1日。開港50年祭が盛大に行われた。その時の大川印刷所（当時）前の様子が絵葉書に残されている。

2 代目社長撮影フィルム発掘!

営業　大滝さん
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ちょっとあったかい話

CSRの和に掲載する記事を募集中 !!	

「まごごろを持ってモノづくりに取り組み、印刷という 
本業を通じて、社会や地域に必要とされる会社を 
目指す大川印刷の魅力を、多くの人へ伝える」という 
コンセプトを元に、大川印刷の社員同士のつながり
を「和」としてタイトルで表現しました。

この「CSR の和」から、普段とは違った大川印刷を
知ってもらい、読んで頂く方に「和み」を感じてもら
いたいと思っています。また、「和」には、「輪」との
掛詞としての意味もあります。「和」とすることで、
人とのつながりを広げたいという想いを持ち、制作に
取り組んでいます。

コンセプト

「印刷を通じたCSR」

今回は創立記念月ということで、創立記念号と 
させていただきました。今月はイベントも多く、
内容が盛りだくさんです！普段生活している中で
触れているのに知らなかったことなどたくさんあ
ると思うので、少しでも多くの方に理解していた
だければと思い、MUD 特集を組んでみました♪

第２号である創立記念号では、載せたいイベント
が多くあり、当初予定していた４ページから６
ページに増やしました。イベントの中でも特に、
荏子田小学校の環境授業での子供たちの笑顔が 
印象に残っています。授業を通して自分ができる
ことを考えてくれ、楽しんでくれた子供たちの 
笑顔でとても温かい気持ちになりました。鷲尾　直美 大
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「日々勉強です！」	 製造部印刷課
小
おぐま

熊さん　
インターン生：大川印刷へ入社
したきっかけは何ですか？
小熊さん：私自身エコイベント
によく参加していたことから、
環境に配慮したモノづくりの現
場に携わりたいと考え、大川印
刷の製造部に興味を持ちまし
た。印刷工程で出る不要な余白部分をメモ帳へ活用する
リパッド® 以外にも、いずれ環境配慮商品を作ってみた
いですね。
インターン生：入社してどんなことにカルチャーショッ
クを受けましたか？
小熊さん：印刷って紙を積んでボタンを押してガーって
刷るだけだと思っていたけれど、実はその日の湿度や紙
の状態、インキの調節具合など、経験がないと分からな
いとても難しい仕事だと気づきました。日々勉強です！

参加したイベントや、環境系のイベント情報がありましたら、ぜひお送り下さい！CSRの和で紹介させていただきます♪
※スペース上の関係で、お送りいただいた記事を全て掲載することはできませんので、ご了承ください。

今回は、2 色印刷機を担当し、製造部一の若手である小熊さんと、製造部で１番長く働かれている福与技術リーダーに
インタビューしました！その中で、大川印刷の好きなところが、「人が温かいところ」と話す小熊さんと、「いい先輩に
恵まれた」経験を後輩達にも活かされている福与技術リーダーのお 2 人とも、“大川印刷は人がいい”と話されていた
のがとても印象的でした。

「いい先輩に恵まれた」	製造部製本課　　福与技術リーダー
インターン生：大川印刷で働いて
41 年目になるそうですが、1 番 
印象に残っていることは何です
か？
福与さん：型抜きパッケージを
製作するためのオートンや、サッ
クマシーンという機械を導入
した時に、自分がその担当を任されたんだ。大川印刷で 
初めて導入した機械だから、外へ研修に行ったりして
1 から使い方を勉強したよ。最初はクレームも多かった 
けど、出来上がった製品を見られるのはいいもんだな。
インターン生：仕事のこだわりは何ですか？
福与さん：お客様の立場でのモノづくりを心がけている
よ。特に食品関係はおいしそうに見えるような印刷物に
なるようにね。自分もいい先輩たちに恵まれてきたから、
後輩達にも色の調節などアドバイスを心がけているし、
仲間はみんな協力的だよ。

10 月 27 日（火）に 
青葉区にある荏子田
小学校で環境学習の
授業「大好き『ECO
だ !!』 社 会 の 環 境 
問題」で大川社長が
出前授業の講師を務
めました。

荏子田小学校は早い段階から環境教育に取り組んで 
きた小学校です。
授業は 45 分の 2 部構成で 1 時間半に渡り行いました。
第 1 部では、本業である「印刷」を通じて、どんな 
環境への取り組みをしているのか、どんな風にしたら
社会に貢献できるのか、ということを小学生にも身近
な教科書などの例を使って説明しました。第 2 部は、
様々な体験をしてもらいました。実際に簡単な製本体験 
をすることで、普段使っている本がどのように作られ
ているのかを学んだり、一般的な大豆インキと溶剤に
石油系成分を含まないノン VOC インキの臭いの嗅ぎ
比べをしたり、リサイクルに関するクイズを行いました。
授業を受けた子供たちは、「いろいろな物が紙になる
のを初めて知った」「象のうんちでも紙になっていて、 
とてもびっくりした」「大川さんや大川さんの会社の人
たちも自然を大切にしていて、再利用できることはして 
みようと思う」など、驚きや感動の声を聞くことが 
できました。保護者の方からも、「細部にまで ECO に
対する意識を持って事業に取り組んでいる様子に感動
しました」との感想を頂きました。

10月21日（水）に、横浜市共創推進事業本部主催の「共創で見えてくる、新たなCSRの可能性」 をテーマにしたフォー
ラムが行われました。株式会社日本総合研究所 ESG リサーチセンター長の安達氏による最近の CSR 動向についての
講演と、参加企業による CSR 事例発表が行われました。安達氏は講演で、企業のコンプライアンス・法令遵守など 

「信頼を得るための『守り』の経営」から始まった CSR は、今後社会ニーズを 
先取りするような、「価値創造を目指す攻めの経営」に取り組む必要があり、官民 
連携によって本業を通じた CSR で社会的課題を解決する意義について話され 
ました。その後、日本 IBM 株式会社社会貢献部の川嶋氏、日産自動車株式 
会社電子技術開発本部の二見氏、同じくグローバルブランドコミュニケーショ
ン &CSR 本部の菅氏、そして大川社長による各社の先進的な CSR 実践事例発表
が行われました。また、林市長による挨拶の後、テーマに基づいたパネルディス 
カッションもあり、それぞれの立場から見る CSR について学びました。

10 月 1 日（木）に第 9 回グリーン購入大賞優秀賞を受賞 
された株式会社サンオータス様の「環境車検」見学会が、
横浜グリーン購入ネットワーク（YGPN）主催で行われま
した。環境車検は、普段の車検では行われないエンジン 
内のカーボン除去により、新車時のような状態まで改善
され、燃費が大幅によくなります。多少、車検時にはお
金がかかってしまうものの、長期的に見ると安く、利用 
者数はうなぎ上りです。またアンケート回収率が 8 割を
超えるということから、
消費者の関心が高まって
いることがわかります。
みなさんも環境車検を利
用してみてはいかがで
しょうか。

10 月 25 日（日）に、横浜市資源リサイクル事業協同組合 
様主催の『リサイクルデザインフォーラム 2009』が開催
されました。このイベントは、子供たちが描いた環境絵
日記の表彰の場で、企業や団体もブース出展し、楽しく 
環境活動発表をしています。今回弊社では子供たちにわか
りやすく FSC 森林認証紙や紙のリサイクルのしくみの 
パネル展示、点字・製本体験コーナーを設置。「人、モノ、
地球」の環境を考えました。学校の先生をしている来場者
の方から「色覚障がいの生徒がいるので、大川印刷の資料 
を参考にさせていただいています」と声をかけていただき
ました。また、点字で作っ
た自分の名刺や、自分で製
本した「エコラベルブック」
に喜んでいる子供たちの笑
顔を見ることができ、温か
い気持ちになりました。

編 集 長　　大越　明日成
副 編 集 長　　鷲尾　直美
発 行 人　　大川　哲郎
発 行 元　　株式会社大川印刷　
イ　ラ　ス　ト　　m-pochi
ご意見・ご感想は mail@ohkawa-inc.co.jp まで

◆本社・工場
　〒 245-0053 横浜市戸塚区上矢部町 2053 番地
　TEL : 045-812-1131（代） FAX : 045-812-1135
◆横浜営業所
　〒 220-0011 横浜市西区高島 2-14-12
　　　　　　　　　　　ヨコハマジャスト 2 号館 3F
　TEL : 045-441-2011（代） FAX : 045-441-2014
　E-mail : mail@ohkawa-inc.co.jp
　URL : http://www.ohkawa-inc.co.jp

環境に配慮して、FSC森林認証紙にノンVOCインキ（石油系溶剤0%）で印刷
しています。
メディアのユニバーサルデザインを推進するNPO法人メディアユニバーサ
ルデザイン協会が「誰にとっても使いやすく見やすいメディア」であると認
めた製品です。

大川ニュース好評配信中 !
弊社では「大川ニュース」というメールマガジンも配信しています。弊社の活動や、
社員の選んだ気になる情報・イベント・セミナーなどのニュースをお届けしています。
配信をご希望される方は「mail@ohkawa-inc.co.jp	」までお願いします。

Cert no. SGS-COC-001773
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事例発表している大川社長

お問い合わせ先：
大和テクニカルセンター	 TEL.	046-262-6600　担当：渡辺
新横浜店	 TEL.	045-543-1848　担当：亀井
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今回は、2 色印刷機を担当し、製造部一の若手である小熊さんと、製造部で１番長く働かれている福与技術リーダーに
インタビューしました！その中で、大川印刷の好きなところが、「人が温かいところ」と話す小熊さんと、「いい先輩に
恵まれた」経験を後輩達にも活かされている福与技術リーダーのお 2 人とも、“大川印刷は人がいい”と話されていた
のがとても印象的でした。

「いい先輩に恵まれた」	製造部製本課　　福与技術リーダー
インターン生：大川印刷で働いて
41 年目になるそうですが、1 番 
印象に残っていることは何です
か？
福与さん：型抜きパッケージを
製作するためのオートンや、サッ
クマシーンという機械を導入
した時に、自分がその担当を任されたんだ。大川印刷で 
初めて導入した機械だから、外へ研修に行ったりして
1 から使い方を勉強したよ。最初はクレームも多かった 
けど、出来上がった製品を見られるのはいいもんだな。
インターン生：仕事のこだわりは何ですか？
福与さん：お客様の立場でのモノづくりを心がけている
よ。特に食品関係はおいしそうに見えるような印刷物に
なるようにね。自分もいい先輩たちに恵まれてきたから、
後輩達にも色の調節などアドバイスを心がけているし、
仲間はみんな協力的だよ。

10 月 27 日（火）に 
青葉区にある荏子田
小学校で環境学習の
授業「大好き『ECO
だ !!』 社 会 の 環 境 
問題」で大川社長が
出前授業の講師を務
めました。

荏子田小学校は早い段階から環境教育に取り組んで 
きた小学校です。
授業は 45 分の 2 部構成で 1 時間半に渡り行いました。
第 1 部では、本業である「印刷」を通じて、どんな 
環境への取り組みをしているのか、どんな風にしたら
社会に貢献できるのか、ということを小学生にも身近
な教科書などの例を使って説明しました。第 2 部は、
様々な体験をしてもらいました。実際に簡単な製本体験 
をすることで、普段使っている本がどのように作られ
ているのかを学んだり、一般的な大豆インキと溶剤に
石油系成分を含まないノン VOC インキの臭いの嗅ぎ
比べをしたり、リサイクルに関するクイズを行いました。
授業を受けた子供たちは、「いろいろな物が紙になる
のを初めて知った」「象のうんちでも紙になっていて、 
とてもびっくりした」「大川さんや大川さんの会社の人
たちも自然を大切にしていて、再利用できることはして 
みようと思う」など、驚きや感動の声を聞くことが 
できました。保護者の方からも、「細部にまで ECO に
対する意識を持って事業に取り組んでいる様子に感動
しました」との感想を頂きました。

10月21日（水）に、横浜市共創推進事業本部主催の「共創で見えてくる、新たなCSRの可能性」 をテーマにしたフォー
ラムが行われました。株式会社日本総合研究所 ESG リサーチセンター長の安達氏による最近の CSR 動向についての
講演と、参加企業による CSR 事例発表が行われました。安達氏は講演で、企業のコンプライアンス・法令遵守など 

「信頼を得るための『守り』の経営」から始まった CSR は、今後社会ニーズを 
先取りするような、「価値創造を目指す攻めの経営」に取り組む必要があり、官民 
連携によって本業を通じた CSR で社会的課題を解決する意義について話され 
ました。その後、日本 IBM 株式会社社会貢献部の川嶋氏、日産自動車株式 
会社電子技術開発本部の二見氏、同じくグローバルブランドコミュニケーショ
ン &CSR 本部の菅氏、そして大川社長による各社の先進的な CSR 実践事例発表
が行われました。また、林市長による挨拶の後、テーマに基づいたパネルディス 
カッションもあり、それぞれの立場から見る CSR について学びました。

10 月 1 日（木）に第 9 回グリーン購入大賞優秀賞を受賞 
された株式会社サンオータス様の「環境車検」見学会が、
横浜グリーン購入ネットワーク（YGPN）主催で行われま
した。環境車検は、普段の車検では行われないエンジン 
内のカーボン除去により、新車時のような状態まで改善
され、燃費が大幅によくなります。多少、車検時にはお
金がかかってしまうものの、長期的に見ると安く、利用 
者数はうなぎ上りです。またアンケート回収率が 8 割を
超えるということから、
消費者の関心が高まって
いることがわかります。
みなさんも環境車検を利
用してみてはいかがで
しょうか。

10 月 25 日（日）に、横浜市資源リサイクル事業協同組合 
様主催の『リサイクルデザインフォーラム 2009』が開催
されました。このイベントは、子供たちが描いた環境絵
日記の表彰の場で、企業や団体もブース出展し、楽しく 
環境活動発表をしています。今回弊社では子供たちにわか
りやすく FSC 森林認証紙や紙のリサイクルのしくみの 
パネル展示、点字・製本体験コーナーを設置。「人、モノ、
地球」の環境を考えました。学校の先生をしている来場者
の方から「色覚障がいの生徒がいるので、大川印刷の資料 
を参考にさせていただいています」と声をかけていただき
ました。また、点字で作っ
た自分の名刺や、自分で製
本した「エコラベルブック」
に喜んでいる子供たちの笑
顔を見ることができ、温か
い気持ちになりました。
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環境に配慮して、FSC森林認証紙にノンVOCインキ（石油系溶剤0%）で印刷
しています。
メディアのユニバーサルデザインを推進するNPO法人メディアユニバーサ
ルデザイン協会が「誰にとっても使いやすく見やすいメディア」であると認
めた製品です。

大川ニュース好評配信中 !
弊社では「大川ニュース」というメールマガジンも配信しています。弊社の活動や、
社員の選んだ気になる情報・イベント・セミナーなどのニュースをお届けしています。
配信をご希望される方は「mail@ohkawa-inc.co.jp	」までお願いします。
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事例発表している大川社長
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